
１ 以下の文章を読み、空欄にあてはまる語句を記入しましょう。(p20～2４)（観点①） 

 日本では、第二次世界大戦前まで、平均【１】人の子どもを産み育て、平均【２】が 50 年に満たない時代が長く

続いた。子どもがいると、人生の大半を、子どもを一人前に育てて終えていた。 

 第二次世界大戦後、合計特殊出生率は、戦後の【３】期の４．５４をピークとして急速に低下した。この時期に生

まれた世代を堺屋太一は【４】の世代と称した。高度経済成長期には、一定の時期に結婚して、2，3 人の子どもを

もつという【５】が浸透した。１９７０年代半ば以降、合計特殊出生率は低下し、２００５年には戦後最低の１．２６を記

録した。一方、平均寿命が急速に延び、【６】化と【７】化が進行する中、２０１０年より【８】社会となっている。 

 また、単独世帯数も増えており、かつては一人暮らしといえば若者が多かったが、近年では【９】期の一人暮らし

が増えている。 

 近年は、男女ともに平均【１０】年齢が高くなる傾向にある。どんなに親しい間柄であっても暴力は人権侵害であ

り、行ってはならない。しかし、配偶者や恋人など親密な関係にある（またはあった）者が暴力をふるう【１１】バイオ

レンス（DV）は、親しいからこそ生じやすい。２００１年には【１２】法が施行され、法や支援体制の整備も進められて

いるが、ＤＶのように家庭内で起こる問題は、当事者以外からは見えにくく、深刻化しやすい。 
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２ 旧民法（明治民法）と現行民法について、空欄にあてはまる語句を直接表に書き込みましょう。 

 (p32)（観点①） 

 旧民法（明治民法） 現行民法 

家

族 

・「（  ）」制度による直系家族。 

・（     ）（戸主）に大きな権限。 
・（     ）の協力により維持される。 

・夫婦の権利、義務は（    ）。 

婚

姻 

・結婚するには（    ）の同意を必要とする。 

・妻は（   ）の（   ）に入る。 

・成人は（    ）の（    ）のみで結婚
できる。 

・夫、妻のどちらの（   ）を称してもよい。 

夫

婦 

・（   ）は（   ）の財産を管理する。 

・婚姻により生じるいっさいの費用は（  ）が負担

する。 

・（              ）制 

・婚姻により生じる費用は（     ）が分担
する。 

子 
・子は（   ）の親権に服する。 

・（  ）が親権を行えない場合は母が行う。 
・子は（     ）の親権に服する。 

相

続 

・（    ）（戸主の身分や家産）は長男単独相

続。 

・通常は配偶者が（     ）分の１、子が

（    ）分の１を等分に相続する（分割相

続）。 

            

３ 家族について、数字またはあてはまる言葉を答えましょう。 (p32～35)（観点①） 

  ・「婚姻は、両性の合意にのみ基づいて成立し」と定めてあるのは日本国憲法第（ア）条である。 

・民法で定められた婚姻開始年齢は（イ）歳である。 

・法定相続では、配偶者と子どもが相続人であるときは、それぞれが（ウ）ずつ相続する。 

・民法で親族の範囲は、（エ）親等内の血族、配偶者、（オ）親等内の姻族である。 

 ア イ ウ エ オ 

４ 家族と法律について空欄にあてはまる語句を答えましょう。(p34～35)（観点①） 

 夫婦は、協議して【１】届を出すことによって、婚姻関係を解消することができる。日本では離婚の９割は、【２】 

家庭裁判所を介さない【２】離婚である。夫婦で合意できない場合には、家庭裁判所に【３】の申し立てをして、 

子の親権者や財産分与などの調整をする。【３】でも合意ができない場合には、家庭裁判所に申し立て、【４】で決 

着をつけることになっている。 

 相続とは、死亡した人の財産を、その人と一定の親族関係にある者が受け継ぐことである。【５】がある場合は、

その内容が優先されるが、【５】でも自由にできない【６】分が認められている。 

 社会の変化に伴い、結婚観や家族に対する考え方は、大きく変化した。現行民法は、個人の【７】と【８】の平等

という面から見て、不十分な部分があるため、１９９６年に、法制審議会において民法の改正が検討された。このう

ち【９】の法定相続分は２０１３年改正で【１０】と同等に、女性の【１１】期間は２０１６年改正（同年施行）では【１２】か

ら【１３】に短縮され、２０２２年改正（２０２４年施行）では、期間そのものが廃止された。しかし、【１４】的夫婦【１５】な

ど、まだ国会での審議に至ってない検討課題もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次に述べる言葉は何について述べたものか答えましょう。（観点①）（p38、39） 

 ア 男は仕事、女は家事・育児というような性別で役割を決める考え方のこと。 

 イ 生物的な性別ではなく、社会的・文化的に形成される性別のこと。 

 ウ １９８５年に日本が批准した国連の条約。「すべての人間の奪いえない権利としての労働の権利」の確保や 

   雇用の場において、婚姻または母性を理由とする女子に対する差別をなくすことが定められている。 

 エ ウを受けて１９８６年から日本で施行された法律。女性の保護規定が廃止されただけでなく、２００６年の改正 

   では男性に対する差別禁止も追加された。 

 オ 社会のあらゆる分野の活動に男女が対等に参画することを目指して、１９９９年に制定された。 

 

６ 以下の問いに答えましょう。（観点②③） 

（１）家事労働とはどのような労働のことか述べましょう。 

 

 

 

（２）以下の言葉の意味を調べて、どういう点が問題点かを考えて述べましょう。 

ワークライフバランス 

意味（日本語で） 

問題点 

 

 

       学籍番号バーコード      レポートバーコード 

令和７年度 家庭総合・前期  第３回 レポート 

人生をつくる 

提出期限 

  ６ 月 ５ 日 

 提出期限内 再提出 

空欄あり ・ 書き直し 

観点別評価 評価 

 1か月以内（  ）日遅れ ① ② ③ 

学籍番号               ＨＲ番号    組     番・氏名  1か月超過の遅れ 提出期限    月   日    

１ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５  

ア             意識 イ                  ウ                            条約 

エ                             法 オ 

質問・感想 

【４】の読みを確認しましょう。 

 

結婚しない、結婚する年齢が高くなったのは、結婚したくない人が増えた、

結婚してもよいと思う年齢（社会的に自立する年齢）が高くなっただけでは

ありません。その他の理由として考えられることは何でしょうか。 

直系＝孫、子、親、祖

父母、曾祖父母などと

いったタテのつながり 

結婚するときだけでなく、買

い物をするとき、進学や就職

をするときなど戸主（こし

ゅ）の許可が必要でした 

アニメのサザエさんの夫のマスオさんは

「磯野マスオ」ではありません。磯野姓

を名乗っても良かったのですが、なんと

現代の日本では９割以上の人が男性の方

の姓を称しています。なぜだろう？ 

 

子どもが一人だと、二分の

一、二人だと半分を二人でわ

けるので、ひとり４分の一、

三人だと６分の一になります

ね。 

家事労働とはどういう労働のことでしょうか。 

職業労働と区別するとより特徴がわかりやすいかもれません。 

「相続」ってどういうことだろう？ 


